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岬
域
清
掃
が

辮癬儡鼎肺
おお まが りみ なみ

瑚嘘 大曲南中学校

〓垣
凛
飲
料
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
料
業
界
６
団
体
で
構
成
す
る

「公
益
社
団
法
人
食
品
容

器
環
境
美
化
協
会
」
（略
称

・
食
環
協
（
那
須
俊

一
会
長
）
が
、
地
域
と
と
も
に
美
化
活
動

を
行
う
小

・
中
学
校
等
を
支
援
し
よ
う
と
開
始
し
た
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等
表
彰
事
業
。

撫
業
体
験
を
通

然
を
の
ぞ
む
同
校
で
は
、
そ
の
環

境
や
地
場
産
業
を
生
か
し
た
活
ｐ

を
行
っ
て
い
る
。
毎
年
、
海
開
さ

”
漸
〓
融
卿
『
獅
¨
笏
『
鋤

「
の

も
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甚蔀寸量蓬田中学校

身
近
な
美
化
活
動
機
Ｆ

世
界
の
人
々
に
笑
顔
も
た
ら
す

田
畑
が
広
が
る
豊
か
な
環
境
の

下
、
Ю
年
以
上
に
わ
た
り
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

そ
の

一
つ
が
ア
ル
ミ
缶

・
古
紙
回

収
。
生
徒
が
事
前
に
手
づ
く
り
し

た
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
布
し
、
当

日
は
高
齢
者
宅
に
出
向
き
率
先
し

て
回
収
を
手
伝
う
。
ま
た
、
校
区

の
小
学
校
と
道
路
周
辺
を
清
掃
し

た
り
、
近
隣
の
公
園
で
住
民
と
協

働
で
清
掃
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
美
化
活
動
が
ベ
ー
ス

と
な
り
、
モ
不
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に

認
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）

の
視
点
を
重
視
。
「食
育
」
「
手
不

ル
ギ
ー
業
亘
目
聯
脅
」を
テ
ー

マ
に
、
活
動
が
深
化
し
て
い
る
。

食
育
で
は
、
給
食
残
さ
で
作
っ

た
肥
料
を
使
っ
て
野
菜
栽
培
す
る

過
程
で
、
地
域
の
主
産
業
が
農
業

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

さ
ら
に
、
環
境
問
題
を
扱
っ
た

講
演
会
を
開
催
し
、
世
界
を
舞
台

に
活
躍
す
る
講
師
が
現
状
を
墾

『

そ
の
生
の
声
を
生
か
そ
う
と
、
生

徒
は
他
国
で
起
き
て
い
る
問
題
を

自
分
事
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

佐
藤
美
音
さ
ん

（中
３
）
は
、
「国

際
社
会
の

一
員
と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
か
ら
物
事
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
多
く

の
人
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

響

雹

五
客

。

〃ピ
昇

ｏ
３
”唇
な
一
ぎ
邑
デ

の
精
神
が
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

グ ローバ ル な視 点 か ら地 域 の公 園の清 掃活 動 を行 う
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